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2016-17 RI テーマ                                         2016-17 地区スローガン 

 

会   長   中 村  栄 一 創   立  1990 年 9 月 12 日 事務局 〒630-8115 

副 会 長   梶 本  真 也 例 会 日  毎週水曜日 18:00～ 奈良市大宮町 2-1-1-205 

幹   事   谷 口  宗 彦 例 会 場  ホテル日航奈良       TEL 0742-30-5511 

会場監督   喜 多  永 治         TEL 0742-35-8831       FAX 0742-30-5512 

 

出席報告  ニコニコ報告 

9 月 14 日 第 1223 回修正  横江孚彦様 久しぶりに奈良へよせていただきました。 

会員数 38 人  中村栄一会長 横江様、本日の卓話よろしくお願い申し上げます。 

出席免除者数 17 人  谷口宗彦君 横江様、本日の卓話よろしくお願いします。中東委員長、沙下 RC 来訪の件大変ありがとうございました。

出席義務者数 32 人  倉本堯慧君 地区 RLI 委員、横江様、本日の卓話ご苦労様です。 

欠席者数 9 人  北山勘解由君 26 周年お疲れさまでした。  

出席者数 29 人  伊東月臣君 先週の欠席をお詫びして。 

補填者数 2 人  泉谷良宏君、八尾俊宏君、服部彰夫君、前田武君、野崎充亮君、前田隆一君 

修正出席者数 31 人  横江孚彦様、本日は卓話よろしくお願いします。遠路ありがとうございます。 

出席率 96.88％   

 

 

幹事報告 

・１０月５日（水）はクラブ協議会です。各委員長，入会

３年未満の会員は必ずご出席ください。先日配付した

概況報告をお忘れ無く！ 

・１０月１２日（水）の例会は，奈良ロイヤルホテルで行

います。お間違えのないようにご注意ください。 

・１０月１９日（水）はガバナー公式訪問ですので，全

会員必ずご出席ください。 

・プロバスケットボールチーム「バンビシャス奈良」から

ホームゲーム招待券を頂きました。ご希望の方は幹

事までお声がけください。 
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四つのテスト  １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

 

RLI 研修修了証伝達 

地区より浦島会員に RLI 研修修了証伝達がありま

した。 

 

 

委員会報告 

●広報・雑誌委員会 西田正秀委員長 

本日、ロータリーの友及びガバナー月信が配布さ

れました。誠に興味本位でありますがご紹介いたしま

す。ロータリーの変化についての記事や日本で開か

れた五輪とロータリーについてなど色々興味ある記事

を目にすることができました。皆様も興味を持ってご

覧いただけると幸いです。 

 

 
 

例会報告 

【卓話】 

●地区 RLI 委員 横江 孚彦様(草津 RC) 

「基本情報と RLI」 

 
家を建てたい時、ただ整地し基礎工事を終えたか

らと言って、無闇やたらに建物工事を進めても願った

お家（うち）が出来上がると言う事はないでしょう。 

手抜のない土木工事がなされた土台（基礎知識）

があってこそ、希望する部屋や休息の場が出来上が

るのではないでしょうか。 

ロータリーとて、入会暦が長いからと言って、ただ表

面的な先輩面をして、適当に知ったか振りをした格好

の会員であればとよいのでしょうか。 

ロータリー活動を生涯続けようとするロータリアンは

全ゆる基本情報を疎かにせず、折にふれ新しい基本

知識を吸収し、どの会員からの問い掛けにもいつでも

納得してもらえる答えが出来る情報通であってほしい

のです。 

加えて、ロータリーの知識は仲間内で通用しても、

地域住民からクラブの社会奉仕活動が認められた事

にはなりません。 

ロータリーにおける奉仕活動の基本理念を忘れず、

如何にすれば地域の方々と、どこまで手を取り合える

活動ができるか。日々の奉仕活動の中で苦悩してこ

そロータリアンとして、その存在が認められるのではな

いでしょうか。 

 
私達は単にロータリーの指導者であるのみならず、

地域の先導者を目指さねばならないのです。つまり

市民から「ロータリアンはさすが人格者だ」と認められ

る存在になるよう心掛けねばなりません。 

基礎的知識を自分のものにし、ある程度のロータリ

ー歴を有し、メンバーの中核として活動できる立場の

会員は知識、実践と反省、広い情報収集の願いを込

めて、土台の上に如何なる構築物を造るか、市民に

どこまで溶け込めるか、その研修の場として RLI を利

用されるようお勧めしたいのです。 

ＲＬⅠとはあるパストガバナーが素直で、自由な思

いとして、「立派なリーダーを育てる委員会」であって

欲しいとも言われる位です。 

 

 
 


